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この文章は、デイビッドさんが日本語で書いています。この文章は、デイビッドさんが日本語で書いています。

今月は、僕が鐚巻のどこで、何を食べるか紹介し
ます。
みもれ：スペアリブ、ピラフ
リベロ：ピザ、シーフードピラフ、シーフードサラダ
茶香：うなぎ丼、寿司（並）
寿恵広食堂：カツ定食、餃子定食、アイスコーヒー
ほすなある：カツ定食
パンハウス：全部好き
森風カフェ：ランチセット、なっちゃんが作ったタルト
村清：田楽もち
白樺食堂：日替わり
僕が食べられないのは納豆です。実は食べたこと

はありますが、においに耐えられません。納豆以外
は大丈夫です。馬刺しもミョウガも食べたことがあ
ります。いつかフグを食べてみたいと思います。
「日本の食べ物で、食べられないのはありますか」
と、たくさんの人に何度も繰り返し、同じ質問をさ
れます。今、僕の好き嫌いを教えましたので、これ
からは食べ物の話はなしにしましょう。

国際理解研究のために、アメリカのインディアナ
州に留学した中学生の発表を聞きました。一番記憶
に残ったのは、食べ物の話が多かったことです。ハ
ンバーグの大きさ、味噌を食べたくなる、アメリカ
の牛乳は薄いなど。他に気づいたことを尋ねるとシ
ーンとなり、答えが返ってきませんでした。
日本文化の一つは食文化です。異国の食文化と比

べたいのは当然です。でも、それで何を言いたいのか
疑問です。日本人は、日本の食べ物がアメリカより豊
富だと思っても、それだけでアメリカの文化を理解で
きた訳ではありません。食べ物をとおして異国人は
何を考え、なぜあのように振る舞うのか理解できま
せん。せっかく海外へ行ったので、食べ物以外の習慣
や価値観の違いなどに気付いてほしいと思います。
異国の食文化に興味があることは悪くありませ

ん。ただ、外国人が納豆を食べないことを知ってい
るだけで、国際理解にはなりません。
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昼食は婦人会員の手づくり「そばがき」や
「へっちょこだんご」など郷土食。参加者は
感激の笑顔

会場を覆い尽くした生け花の材料は、コン
テスト実行委員会（藤岡徹委員長）が準備。
黛さんのコサージュと入賞者に贈られた俳
句入りのしおりは「花遊会」の皆さんの真
心入り

吟行会が行われた袖山は突然の風
雨。薪ストーブで温められた牛乳
とトウモロコシが振る舞われ、ま
さしく“あったか～い”おもてなし


